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労
働
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

一

労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
体
制
の
整
備

都
道
府
県
労
働
委
員
会

（一）
イ

「
地
方
労
働
委
員
会
」
の
名
称
を
「
都
道
府
県
労
働
委
員
会
」
に
変
更
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
十
九
条
第
二

。

項
関
係
）

ロ

都
道
府
県
労
働
委
員
会
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
で
定
め
る
数
に
使
用
者
委
員
、
労
働
者
委
員
及

び
公
益
委
員
各
二
人
を
加
え
た
数
の
も
の
を
も
っ
て
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
公
益
委
員
の
う
ち
二
人
以

内
は
常
勤
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
十
九
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
六
項
関
係
）

。

ハ

都
道
府
県
労
働
委
員
会
の
事
務
局
の
事
務
局
次
長
に
関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
十
九
条
の

。

十
二
第
六
項
関
係
）

ニ

都
道
府
県
労
働
委
員
会
は
、
中
央
労
働
委
員
会
が
定
め
る
規
則
に
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
会
議
の
招
集
に
関
す

る
事
項
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
規
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
六
条

。

第
二
項
関
係
）
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合
議
体
に
よ
る
審
査
等

（二）
イ

中
央
労
働
委
員
会
は
、
法
令
の
解
釈
適
用
に
つ
い
て
そ
の
意
見
が
前
に
中
央
労
働
委
員
会
の
し
た
処
分
に
反
す
る
と

認
め
た
場
合
等
を
除
き

公
益
委
員
五
人
を
も
っ
て
構
成
す
る
合
議
体
で

不
当
労
働
行
為
事
件
等
の
処
理

以
下

審

、

、

（

「

査
等
」
と
い
う

）
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

。

。

ロ

都
道
府
県
労
働
委
員
会
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
公
益
委
員
五
人
又
は
七
人
を
も
っ
て
構
成
す
る
合
議

体
で
、
審
査
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
関
係
）

。

二

不
当
労
働
行
為
事
件
の
審
査
の
手
続

公
益
委
員
の
除
斥
及
び
忌
避

（一）
イ

公
益
委
員
は
、
当
事
者
の
四
親
等
以
内
の
血
族
で
あ
る
と
き
等
に
お
い
て
は
、
審
査
か
ら
除
斥
さ
れ
る
も
の
と
す
る

こ
と

（
第
二
十
七
条
の
二
関
係
）

。

ロ

公
益
委
員
に
つ
い
て
審
査
の
公
正
を
妨
げ
る
べ
き
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
当
事
者
は
、
公
益
委
員
を
忌
避
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
三
関
係
）

。

審
査
の
計
画

（二）
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イ

労
働
委
員
会
は
、
審
問
開
始
前
に
、
当
事
者
双
方
の
意
見
を
聴
い
て
、
調
査
を
行
う
手
続
に
お
い
て
整
理
さ
れ
た
争

点
及
び
証
拠
、
審
問
の
回
数
、
救
済
命
令
等
の
交
付
予
定
時
期
等
を
記
載
し
た
審
査
の
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
六
第
一
項
及
び
第
二
項
関
係
）

。

ロ

労
働
委
員
会
及
び
当
事
者
は
、
審
査
の
計
画
に
基
づ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
六
第
四
項
関
係
）

。

証
拠
調
べ

（三）
イ

労
働
委
員
会
は
、
当
事
者
の
申
立
て
又
は
職
権
で
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
証
拠
調
べ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
七
第
一
項
関
係
）

。

事
実
の
認
定
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
事
者
又
は
証
人
に
出
頭
を
命
じ
て
陳
述
さ
せ
る
こ
と
。

（イ）

事
件
に
関
係
の
あ
る
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
で
あ
っ
て
、
当
該
物
件
に
よ
ら
な
け
れ
ば
そ
れ
に
よ
り
認
定
す
べ

（ロ）
き
事
実
を
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
（
以
下
「
物
件
」
と
い
う

）
の
所
持
者

。

に
対
し
、
そ
の
提
出
を
命
じ
、
又
は
提
出
さ
れ
た
物
件
を
留
め
置
く
こ
と
。

ロ

労
働
委
員
会
は
、
物
件
提
出
命
令
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の
秘
密
及
び
事
業
者
の
事
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業
上
の
秘
密
の
保
護
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
七
第
二
項
関
係
）

。

労
働
委
員
会
が
証
人
に
陳
述
さ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
証
人
に
宣
誓
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
当
事
者
に

（四）
陳
述
さ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
当
事
者
に
宣
誓
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
八
関
係
）

。

都
道
府
県
労
働
委
員
会
又
は
中
央
労
働
委
員
会
の
証
人
等
出
頭
命
令
又
は
物
件
提
出
命
令
を
受
け
た
者
は
、
不
服
が
あ

（五）
る
と
き
は
、
一
週
間
以
内
に
中
央
労
働
委
員
会
に
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七

。

条
の
十
関
係
）

労
働
委
員
会
は
、
審
問
を
妨
げ
る
者
に
対
し
退
廷
を
命
じ
、
そ
の
他
審
問
廷
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

（六）
を
執
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
十
一
関
係
）

。

和
解

（七）
イ

労
働
委
員
会
は
、
審
査
の
途
中
に
お
い
て
、
い
つ
で
も
、
当
事
者
に
和
解
を
勧
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

と

（
第
二
十
七
条
の
十
四
第
一
項
関
係
）

。

ロ

救
済
命
令
等
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
に
当
事
者
間
で
和
解
が
成
立
し
、
当
事
者
双
方
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
お

い
て
、
労
働
委
員
会
が
当
該
和
解
の
内
容
が
労
働
関
係
の
正
常
な
秩
序
を
維
持
さ
せ
、
又
は
確
立
さ
せ
る
た
め
適
当
と
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認
め
る
と
き
は
、
審
査
の
手
続
は
終
了
し
、
そ
の
事
件
に
つ
い
て
既
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
救
済
命
令
等
は
、
そ
の
効
力

を
失
う
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
十
四
第
二
項
及
び
第
三
項
関
係
）

。

ハ

労
働
委
員
会
は
、
和
解
に
金
銭
の
一
定
額
の
支
払
等
を
内
容
と
す
る
合
意
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
当
事
者
双
方
の
申

立
て
に
よ
り
、
当
該
合
意
に
つ
い
て
和
解
調
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
和
解
調
書
は
、
強
制
執

行
に
関
し
て
は
、
債
務
名
義
と
み
な
す
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
十
四
第
四
項
及
び
第
五
項
関
係
）

。

労
働
委
員
会
は
、
審
査
の
期
間
の
目
標
を
定
め
る
と
と
も
に
、
目
標
の
達
成
状
況
そ
の
他
の
審
査
の
実
施
状
況
を
公
表

（八）
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
十
八
関
係
）

。

三

訴
訟

労
働
委
員
会
が
物
件
提
出
命
令
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
物
件
を
提
出
し
な
か
っ
た
者
は
、
裁
判
所
に
対
し
、
当
該
物
件

提
出
命
令
に
係
る
物
件
に
よ
り
認
定
す
べ
き
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
は
、
当
該
物
件
に
係
る
証
拠
の
申
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
物
件
を
提
出
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
二
十
一
関
係
）

。

四

雑
則
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、

、

、

、

、

中
央
労
働
委
員
会
は

都
道
府
県
労
働
委
員
会
に
対
し

そ
の
処
理
す
る
事
務
に
つ
い
て

報
告
を
求
め

必
要
な
勧
告

助
言
若
し
く
は
事
務
局
職
員
等
の
研
修
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
七
条
の
二
十

。

二
関
係
）

五

罰
則正

当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
二
の

イ
に
よ
る
処
分
に
違
反
し
て
出
頭
せ
ず
、
若
し
く
は
陳
述
を
し
な
い
者
若
し
く
は

（一）

（三）

物
件
を
提
出
し
な
い
者
、
二
の

に
よ
る
処
分
に
違
反
し
て
宣
誓
を
し
な
い
者
、
二
の

に
よ
り
宣
誓
し
て
虚
偽
の
陳
述

（四）

（四）

を
し
た
者
又
は
二
の
（
六
）
に
よ
る
処
分
に
違
反
し
て
審
問
を
妨
げ
た
者
を
罰
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
八
条

。

の
二
及
び
第
三
十
二
条
の
二
か
ら
第
三
十
二
条
の
四
ま
で
関
係
）

罰
金
及
び
過
料
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
第
二
十
八
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
及
び
第
三

。

（二）
十
二
条
関
係
）

六

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
整
備
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

七

附
則
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施
行
期
日

（一）

こ
の
法
律
は
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
四
に
つ
い
て
は
公
布
の
日
か
ら
施

行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
附
則
第
一
条
関
係
）

。

経
過
措
置
等

（二）

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行

う
も
の
と
す
る
こ
と

（
附
則
第
二
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
関
係
）

。


